
 



まえがき 
教育基本法では、「生命を尊び、自然を大切にし、環境の保 

全に寄与する態度を養うこと」を教育の目標の１つに掲げてい
ます。また、「幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を
培う重要なものであることにかんがみ、幼児の健やかな成長に
資する良好な環境の整備によって、その振興に努めなければな
らない」ともしており、「教育」という視点からも、幼稚園・保
育所等において「環境教育」を行っていくことが重要であると
考えています。 

子どもたちの心を育み、「自然が好き」という感覚を育むため
には、保育者自身の自然観や保育観が根底になければなりませ
ん。そのため、保育者自らが自然に対して敏感になり、自然へ
の愛情、自然を大切にする気持ちを持つことが重要です。 子
どもたちへの「環境教育」を実践するために、この「つなが
りたのしむあそび集」を日々の保育に役立てていただくことを
願っています。 

人はだれかとつながりあうことで生きていく生き物です。  
家族のつながり、友だちどうしのつながり、そうした人と  
人とのつながりはとても大切です。そして、大切なのはそれだ
けではありません。人と人とのつながりと同じくらい大切なの
は、私たちをとりまく「環境」や「自然」とのつながりです。
私たちの毎日の生活は、自然とのつながりで成り立っていま  
す。しかし、自然とのつながりはあまりにも日常に溶け込んで
いるために、その恵みに気づき、感謝する心を忘れがちになっ
ています。そればかりか、人間だけが便利な生活を送ること
を求めてきたために、私たちを支えている地球上の多くの木々
や草花、動物、昆虫、鳥、魚、菌などのたくさんの生き物や、
長い地球の歴史によって育てられた資源や自然の仕組みを大
切に扱うことを忘れかけています。 

この自然とのつながりをもう一度見直して、しっかり結び
つける方法として「環境教育」があります。環境教育は「人」と「自
然」をしっかりつなぐための教育＝「つながり教育」ともい
えます。 
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つながりたのしむあそび集のねらい 
このあそび集では、あそびを通じて、幼稚園・保育所等で次のような活動が

行われることをねらいとしています。 

● 自然や環境を意識した保育の中に「環境教育」の要素を取り入れることで、 
より豊かな保育を展開する。 

● あそびを通じ、自然とのふれあいを深め、自然の豊かさや仕組み、美しさな
どに気づき、楽しむ。（「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」参照） 

● 継続して自然にふれることを重視して、園庭や近所の公園等の身近な自然で
遊ぶ。 

また、あそびを通じた「環境教育」に取り組み始めたら、次のような視点 
も取り入れてみましょう。 

● あたりまえの活動にする 
いろいろな種類のあそびに継続的に取り組むことで、環境教育の考え

方が「あたりまえの活動」となるようにしましょう。 

● 自分の生活を考えることと伝えること 
保育者が環境や自然に関心がない中で、子どもたちに自然体験や幼児環

境教育を行っても、形ばかりで意味がありません。幼児環境教育に取り組
むことは、「一人の人間として自分の生活を考えること」と「保育者とし
て子どもたちに伝えること」という二つの役割を担うことになります。あ
そび集を通して、子どもたちと楽しみながら自らの自然を見る目（自然
観）を養っていきましょう。 

あそび集では、次の３つの「つながり」を大切にしています。 

①自然とのつながり 
②人とのつながり 
③ものとのつながり 
特に、私たち社会全体を支える「①自然とのつながり」を重視しています。 

〜幼児期の終わりまでに育ってほしい姿〜 
幼児教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に

共通で示されている「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」として挙げられ
ている10の姿の１つに、「自然との関わり・生命尊重」が挙げられています。 

〜「自然を見る目（自然観）」を養う〜 
自然とのふれあいを通して、豊かな人間性を養うとともに、自然を見る目 

（自然観）を培うことが大切です。 
現代の豊かな消費経済は、豊かなもの、便利な生活を与えてくれる一方

で、経済の基盤となる環境や自然と、わたしたちの生活、意識が離れてしま
うことが懸念されます。 

あそび集を通して、自然を見る目（自然観）を養っていきましょう。 
自然に触れて感動する体験を通して、身近な事象への関心を高め、自然への愛 

情や畏敬の念を持ち、また、身近な動植物に大切に思う気持ちを持って関わる。 
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つながりたのしむあそび集は、自然現象編、自然あそび編、友だちあそび編、生活習慣編（家庭との連携）で構成されています。各項目のねらいは次のとおりで 
す。園内の活動に重点をおいてつくられていますが、園の環境や子どもの年齢に合わせ、創意工夫して組み立てて使ってください。 
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３つのつながり あそびの対象 プログラムの項目 ねらい 環境教育の視点 

 
 
 
 
 
 
 

自然とのつながり 

自然現象編 

自然あそび編 

 

自然現象 
 

 
自然現象を
たのしむ 

自然あそび編の前段階のあそびとし
て、太陽、雨、風など自然現象に五感で
ふれあい、その存在や私たちとのつなが
りに気づき、楽しむ。 

存在 
 自然物、自然現象への気づき 

生き物 
 

 
自然を 
たのしむ 

 

自然全般とのあそびを通して、自然界
に見られる様々な形や色の違い、自然界
のつながりに気づき、楽しむ。 

多様性 
 色や形、大きさ、模様、香り、感触

など、生き物の特徴の多様さ 

 
みどりを
たのしむ 

 

木々や草花とのあそびを通して、植物
の生態の不思議さ、環境との関わりに気
づき、楽しむ。 

いのち 
 命をつなぐ生き物の不思議さ、生き

物の成長変化など生き物の生きる力 

 
動物を 
たのしむ 

 

動物に関するあそびを通して、動物の
姿や形、生態に気づき、楽しむ。 

つながり 
 

捕食、食物連鎖、共生、生態系など
生き物どうしの生存、共生のための
つながり合い 

人とのつながり 

友だちあそび編 
 

人間 
 

 
コミュニケーショ
ンをたのしむ 

 

友だちとの一緒のあそびを通して、環
境教育にとって必要な協力や意思の伝達
の大切さに気づき、楽しむ。 

協調 
 コミュニケーション、自己肯定、協

力 

ものとのつながり 

生活習慣編 
 

もの 
 

 
ものを 
たのしむ 

 

ものに関わるあそびを通して、ものの
大切さや「もったいない」の気持ちに気
づき、楽しむ。 

有限 
 資源・エネルギーの有限さと循環 

ｂ 



ページの構成と説明 
自然現象編 

❶ ねらい・あそびの対象・環境教育の視点 
このページのあそびのねらいとあそびの対象が書かれています。環境教育や 

SDGｓの視点もあわせて確認してください。 
❷ 年齢・季節・場所 

このページのあそびを行う際の対象年齢、季節、場所の目安です。参考にして
ください。 

❸ あそびの例 
この項目のねらいに沿ったあそびの具体例です。 

自然あそび編・友だちあそび編・生活習慣編 

❶ ねらい・あそびの対象・環境教育の視点 
このページのあそびのねらいとあそびの対象が書かれています。環境教育や 

SDGｓの視点もあわせて確認してください。 
❷ 年齢・季節・場所 

このページのあそびを行う際の対象年齢、季節、場所の目安です。参考にして
ください。 

❸ 準備、あそびかた、ふりかえり、発展・応用、留意点 
あそびを行う際の準備物や、あそびかた、ふりかえりや応用方法、留意点が書

かれています。 

❹ コラム 
そのあそびの背景にある自然環境の仕組みや身近な生き物の不思議さ、変化な

どの解説です。あらかじめこの解説を読み、❶ねらい と併せて理解してくださ
い。必ずしも子どもたちに伝える必要はありませんが、自然とのつながりを深め
るヒントとしてお使いください。 
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SDGｓ・ESD の視点を取り入れた環境教育と 
つながりたのしむあそび集 

SDGｓにおいて、教育は目標４に位置付けられており、ESDはター 
ゲットの１つとして位置付けられているだけでなく、17の全ての目標
の実現に寄与し、SDGｓ達成のカギであるとされています。 

貧困、紛争、気候変動、感染症。人類は、これまでになかったような 

数多くの課題に直面しています。このままでは、人類が安定してこの世
界で暮らし続けることができなくなると心配されています。 
そんな危機感から、世界中のさまざまな立場の人々が話し合い、課題を

整理し、解決方法を考え、「誰ひとり取り残さない」ことを誓って、 

2015年の国連サミットにおいて、2030年までに達成すべき17のゴー

ルと169のターゲットから構成される目標を立てました。それが「持

続可能な開発目標(Sustainable  Development  Goals︓SDGs）」で

す。 

一方、一人ひとりが世界の人々や世代、また、環境との関係性の中で 

生きていることを認識し、持続可能な社会の実現に向けて行動を変革

するための教育が「持続可能な開発のための教育」（Education  for 

Sustainable  Development）ESDです。地球上の生き物が遠い未来

まで住み続けていけるよう、世界中で起こっている様々な課題につい

て、自らの問題としてできることを考え、実践していくことを身につけ

ることで、課題解決につながる価値観や行動を生み出し、持続可能な社

会の創造を目指す「持続可能な社会づくりの担い手を育む教育」です。 

 

出典︓「ESD推進の手引き」（令和３年５月改訂日本ユネスコ国内委員会） 

つながりたのしむあそび集は、「持続可能な社会」の実現に向け、私
たち人間が地球上の全ての生き物と一緒に仲良く生きていくためのプロ
グラムです。ひとつひとつのあそびが、SDGsのゴールにつながって
います。幼稚園・保育所等において、体験活動（あそび）を重視し、こ
の「つながりたのしむあそび集」を通した環境教育に取り組み、自然と
のふれあいを通じた感性の育成を行うことが、SDGsやESDの取組に
つながります。 

「知る」ことは「感じる」ことの半分も重要ではないと固く信じていま 
す。子どもたちがであう事実のひとつひとつが、やがて知識や知恵を生み
だす種子だとしたら、さまざまな情緒やゆたかな感受性は、この種子をは
ぐくむ肥沃な土壌です。幼い子ども時代は、この土壌を耕すときです。 

（「sense of wonder」レイチェル・カーソン） 
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つながりたのしむあそび集に関連するSDGsの主なゴールとターゲット 
 

出典︓環境省作成「SDGs活用ガイド」 このほかSDGsの17のゴール・169のターゲットは 
こちらからご覧ください。➡ 
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アイコン 
 

ゴール 
 

ターゲット 
要約 内容（全文） 

＜質の高い教育をみんなに＞ 

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教
育を確保し、生涯学習の機会を促進する 

 

 

4.7 
 

教育を通して持続可
能な開発に必要な知
識・技能を得られる
ようにする 

 

2030年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタイ
ル、人権、男女の平等、平和及び非暴力的文化の推進、グローバル・シチズン
シップ、文化多様性と文化の持続可能な開発への貢献の理解の教育を通して、
全ての学習者が、持続可能な開発を促進するために必要な知識及び技能を習得
できるようにする。 

＜住み続けられるまちづくりを＞ 

包摂的で安全かつ強靱(レジリエント）で持
続可能な都市及び人間居住を実現する 

 

 

11.7 
 

緑地や公共スペース
へのアクセスを提供
する 

 

 

2030年までに、女性、子供、高齢者及び障害者を含め、人々に安全で包摂的
かつ利用が容易な緑地や公共スペースへの普遍的アクセスを提供する。 

 

＜つくる責任つかう責任＞ 

持続可能な生産消費形態を確保する 

 

 

12.8 
 

 

持続可能な開発及び
自然と調和したライ
フスタイルに関する
情報と知識を持つよ
うにする 

 

2030年までに、人々があらゆる場所において、持続可能な開発及び自然と調
和したライフスタイルに関する情報と意識を持つようにする。 

 

＜陸の豊かさも守ろう＞ 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用
の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化へ
の対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する 

 

15.1 
 

陸域・内陸淡水生態
系及びそのサービス
の保全・回復・持続
可能な利用を確保す
る 

 

2020年までに、国際協定の下での義務に則って、森林、湿地、山地、および
乾燥地をはじめとする陸域生態系と内陸淡水生態系およびそれらのサービスの
保全、回復、及び持続可能な利用を確保する。 

 

＜パートナーシップで目標を達成しよう＞
持続可能な開発のための実施手段を強化
し、グローバル・パートナーシップを活性
化する 

 

17.17 
 

効果的な公的・官
民・市民社会のパー
トナーシップを推進
する 

 

さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、官
民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進する。 

 

 

https://www.ungcjn.org/sdgs/goals/index.html

